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11
月
25
日
に
大
竹
市
で

開
催
さ
れ
た
第
63
回
広
島

県
公
衆
衛
生
大
会
の
席
上

で
、「
環
境
と
健
康
の
ポ

ス
タ
ー
・
標
語
コ
ン
ク
ー

ル
優
秀
作
品
表
彰
式
」と
、

「
受
賞
作
品
の
展
示
」
を

行
い
ま
し

た
。

　

平
日
の

開
催
に
も

関
わ
ら

ず
、
表
彰

式
で
は
、

最
優
秀

賞
、
特
別

賞
、
県
大

会
開
催
地

で
あ
る
大

竹
市
の
優

秀
賞
を
受

賞
し
た
児

童
・
生
徒
18
人
が
出
席
し
、

受
賞
し
た
自
分
の
作
品
が

会
場
に
紹
介
さ
れ
る
中
、

各
賞
の
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
か

ら
表
彰
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー

を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
の
後
、
選
考
委

員
か
ら
講
評
を
い
た
だ

き
、
福
田
委
員
か
ら
ポ
ス

タ
ー
に
つ
い
て
、「
素
晴
ら

し
い
作
品
が
多
い
の
で
す

が
、
誤
字
・
脱
字
は
選
考

外
に
な
る
の
で
残
念
な
気

持
ち
に
な
り
ま
す
。
ど
う

か
気
を
つ
け
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。」
と
選
考
す

る
際
の
思
い
を
お
話
に
な

り
、
髙
尾
委
員
長
か
ら
標

語
と
コ
ン
ク
ー
ル
の
総
評

で
、
こ
の
事
業
に
参
加
し

て
い
る
公
衛
協
の
推
進
委

員
、児
童
・
生
徒
、保
護
者
、

学
校
関
係
者
に
対
す
る
お

礼
の
言
葉
の
後
、「
最
近

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

で
情
報
を
得
て
、
世
相
を

反
映
し
た
作
品
が
増
え
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
も
っ
と

も
っ
と
自
然
に
触
れ
て
、

自
分
が
体
験
し
た
こ
と
を

作
品
に
織
り

込
ん
で
ほ
し

い
と
思
い
ま

す
。」
と
お

話
さ
れ
ま
し

た
。

　

最
後
に

出
席
者
全

員
が
ト
ロ

フ
ィ
ー
を
持

ち
、
記

念

撮
影
を
行
い

ま
し
た
。
表

彰
式
が
終
わ
っ
た
安
心
感

か
ら
か
、
保
護
者
や
公
衛

協
関
係
者
が
構
え
る
カ
メ

ラ
に
向
か
っ
て
、
笑
顔
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

受
賞
作
品
の
展
示
は
昼

食
会
場
で
行
い
、
公
衛
協

の
み
な
さ
ん
は
受
賞
作
品

を
眺
め
、
話
題
に
し
な
が

ら
の
昼
食
と
な
り
ま
し

た
。（

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　広島県が進める海洋プラスチックごみ対
策の一環として、幅広い業種の企業や団体・
行政などをメンバーとする「ＧＲＥＥＮ　ＳＥＡ
　瀬戸内ひろしま・プラッ
トフォーム」通称「ＧＳＨＩＰ
（ジーシップ）」の会員ら13
企業・団体から 68 人が参
集し、尾道市因島のしまな
みビーチと梶ノ鼻海岸を清
掃しました。
　因島には、県が定期的に
漂着ごみの実態調査をして
いる地点が 4 海岸あり、こ
のうち、漂着ごみが少ない
「しまなみビーチ」と漂着ご
みが多い「梶ノ鼻海岸」を会
場として選定し、目指すべき
姿の海岸と清掃が必要な海岸を感じてもら
うねらいをもって実施しました。
　しまなみビーチでは、「マイクロプラスチ
ック」をテーマとし、漂着ごみの清掃をしつ
つ、配布した紙コップに見つけたマイクロプ
ラスチックを集めました。赤や青、黄色など
の硬質プラスチック片、発泡スチロールくず
などが多数集まり、参加者同士で「どこから
来たのか」「小さくなると集めにくい」などの
意見交流が行われました。
　梶ノ鼻海岸は、実態調査においても多数

のごみが漂着しており、海岸へのアクセスも
難しいことから、ほとんど人が入らない海岸
です。ペットボトルやフロートなど、プラスチ

ックごみを中心に清掃を行
いました。
　回収したごみの量は、2
会場を合わせて 210ｋｇと
なり、2t のロングトラックに
山盛りいっぱいになりまし
た。
　清掃活動の後、しまなみ
ビーチに集合して、清掃活
動の成果の報告や海洋ごみ
についての学習会などを行
い、2050年までに新たに
流入する海洋プラごみゼロ
を目指し、協力して取り組も

うという思いを共有しました。
（地域活動支援センター）

表彰式に受賞者 18 人が参加
環境と健康のポスター・標語コンクール事業

令和４年度

しまなみビーチで回収されたマイクロ
プラスチック（上）、梶ノ鼻海岸で
清掃する参加者（下）

回収したごみでトラックがいっぱいに

会員連携 海岸一斉清掃活動会員連携 海岸一斉清掃活動会員連携 海岸一斉清掃活動
210kg のごみを回収210kg のごみを回収210kg のごみを回収

　

当
協
会
は
、
12
月
5
日

に
令
和
4
年
度 

保
健
所
・

市
町
水
道
担
当
者
研
究
協

議
会
を
公
衆
衛
生
会
館
講

堂
で
開
催
し
ま
し
た
。
当

日
は
広
島
県
を
は
じ
め
、

県
内
各

市
町
の

水
道
事

業
に
携

わ
る
関

係
者
が

会
場
お

よ
び
オ

ン
ラ
イ

ン
で
多

数
ご
参
加
い
た
だ
き
、
盛

況
の
う
ち
に
閉
会
し
ま
し

た
。

　

本
協
議
会
は
、
水
道
水

を
つ
く
る
県
内
水
道
事
業

体
、
保
健
所
行
政
お
よ
び

水
質
分
析
を
行
う
当
協
会

の
3
者
の
情
報
交
換
の
場

と
し
て
、
１
９
８
８（
昭
和

６３
）
年
か
ら
開
催
し
て
い

ま
し
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
令

和
２
、
３
年
度
は
中
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
３
年
ぶ

り
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
来
賓
と
し

て
広
島
県
健
康
福
祉
局 

食
品
生
活
衛
生
課
課
長
菊

池
和
子
様
、
広
島
市
水
道

局
次
長
松
岡
俊
典
様
、
福

山
市
上
下
水
道
局
施
設
部

長
鴫
田
佳
樹
様
（
水
質
管

理
セ
ン
タ
ー
所
長
黒
川
代

理
）を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

特
別
講
演
に
は
、
公
立

大
学
法
人
県
立
広
島
大
学

の
江
戸
克
栄
先
生
か

ら「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

を
用
い
た
災
害
時
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

戦
略
」と
題
し
て
、災

害
時
の
水
に
対
す
る

住
民
行
動
と
意
識

調
査
の
事
例
を
ふ
ま
え
、

適
切
な
避
難
行
動
の
た
め

の
災
害
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
、
示
唆
に
富
ん
だ
話

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。こ
れ
に
続
き
、
広
島
県

健
康
福
祉
局　

食
品
生
活

衛
生
課
の
川
西
主
任
か
ら

「
水
道
に
お
け
る
ク
リ
プ

ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
等
対
策

指
針
に
つ
い
て
」
と
題
し
、

浄
水
場
の
ろ
過
施
設
の
説

明
と
広
島
県
内
の
ク
リ
プ

ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
等
の
対

策
に
つ
い
て
情
報
が
提
供

さ
れ
、
大
変
参
考
に
な
る

講
演
で
し
た
。

　

多
発
す
る
大
雨
や
土
砂

災
害
な
ど
の
激
甚
化
す
る

自
然
災
害
、
い
つ
ま
た
平

成
30
年
7
月
の
よ
う
な
豪

雨
災
害
が
起
き
な
い
と
も

限
り
ま
せ
ん
。当
協
会
は
、

本
研
究
協
議
会
か
ら
得
ら

れ
る
知
見
や
関
係
性
を
糧

に
し
、
水
質
検
査
を
通
じ

て
災
害
時
に
お
い
て
も
、

安
全
・
安
心
な
水
道
水
の

供
給
を
今
後
と
も
支
え
て

い
き
ま
す
。

　
　

  

（
業
務
開
発
課　

笠
井 

佳
子
）

水
道
担
当
者
研
究
協
議
会
開
催

来場者に笑顔とトロフィーを見せる受賞児童・生徒とポスター・標語コンクー
ル事業関係者

各賞の表彰を受ける児童・生徒

受賞作品の展示を見る参加者

災害時のコミュニケーション戦略について
説明する江戸克栄先生

初
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催


